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山村（開拓地）の栄養状況について

（第 3報）

食品栄養科 菊

湯沢保健所 竹

地

村

亮 也
睦

報告する。

はじめに
第1報では昭和42年の山村の生活時間と消費

熱最および摂取栄牲母調査結果を報告し，第 2報

では同じく血液｛生状および身体症侯並びに匁接摂

取状況を報告したが，昭和43年度も第 1報，第

2報と同じく同地区にて追跡調査を実施したので

ll 調査対象および調査方法

L 調査地区…•••秋田県湯沢市高松，天矢場，下

の岱A

表1
対象世帯数および人員構成

i 60オ 計 1 被検者＊部落名 世帯数 性別 ~19 20~29 30~39 40~49 50~59 
以上 対象数

男 7 1 8 2 2 I 5 8 
天矢場 6 

女 8 1 3 2 2 1 6 8 

男
下の岱 A

8 4 4 1 3 20 ， 
8 
女 1 4 2 4 1 3 2 26 10 

計
男 1 5 5 7 3 2 3 35 1 7 

14 
女 22 3 7 3 5 2 42 1 8 

総 計 37 8 14 6 7 5 77 35 

* 20オ以上 60オ未満の者が調査対象である。

2. 調査対象……・表1のとおり男女85名である。

3 調査期日……昭和 43年5月 7日と同年ll 

月6日の 1日間

4. 誤凌方法

(1) 血液性状調査…前報通りであるが血色素量

はシアンメトヘモグロビン法による。

(2) 自覚症状，身体状況は前報通りであるが，

皮下脂肪厚はkeys 式皮厚計を用い右上膊

膊右側，右肩押骨尖の 3部位を測走し，皮厚

から比重を求める方法は次弐によつた。
2 

男成人•9…•比重＝1. 097.:.::0, 0014 :r

女成人…•••比重＝ LO 8 2-0. 0 0 1 1 x 

(X＝右肩甲骨下の皮厚＋右上腕後側の皮厚）

(3) 栄養摂取状況および食品群別摂取丑は前報

通り。

(4) 生活時間と消費エネルギーの調査および集

計方法は前報通りである。

相関関係の検定はt検定による。

-l 
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m 調盃結果および考察

L 血液所見

栄尭状況の関連指標として血液の生化学的検

｀ 査を行った結果は表2, 3のとおりである。 I 

(1) 全血比煎

男の 5月平均値は1.0 5 5 7で正常値

1. 0 5 5~1. 0 6 3の下限を示しており 11 

月は 5月より低値を示し lO 5 4 2と正常値

表2
血液所見（血液比重）

1 IN 1月
全血比重 血清比重 低血液比璽者

: 

男 女 i 

別 M士° M士 8 L055 L052 
・計 ％ 

・・- 未満 未満

12 5 10557士(l0034 L0273士0.0011
男

5 5 4 L 7 

12 11 10542士0.0038 1.0268士QOOIO 7 7 5 &3 

女
16 5 10511士0.0035 LO 2 7 5+0. 0 0 1 3 8 8 5 0. 0 

12 11 1.0518士0.0022 10275士0.0008 6 6 5 0. 0 

平均
28 5 10531士0.0041 L0274士0.0012 5 8 13 46.4 

. 24'11 I LO 5 3 O士0.0033.1.0272士0.0 0 1 0, 7 6 1 8 I 5 4.2 

以下の平均値で前報より若干低＾値を示してい
3) 

る。

女の 5月平均値 1.0511, 11月の乎均値

はlO 5 1 8と若干上回つているが何れも正常

値 lO 5 2~1. 0 6 0以下の値を示し，前年同

期より若干低い値を示している。

表4
全血比重と血液性状の関係

項 目 相 関 係 数

へモグロビン r = + 0. 8 0 2 **** 
赤血球数 r = + 0. 5 4 7 **** 
血清総蛋白 r= + 0.3 3 9 ** 
ヘマトクリット r = + 0. 9 61 **** 
コレステロール r=+(l072 

•*rt=0. 1 **rt=O. 0 5 ***rt=O. 0 1 

****rt=0.001 

全血比重と他の血液性状との関係は表4のと

おりで，ヘモグロピン，赤血球数，ヘマトクリ

ット値はd=O.l<T/4と高度の相関が認められ，

又血清総蛋白も<f,=5％の相関がみられその関

連性を再確認し全血比重測定により栄養状態の
4) 

関連指標としても有効と考えられる。栄養摂取

状況との関係は後述する。

(2) 血清比重

男の平均値は 5月は L0273, 11月は

1. 0 2 6 8と若干低く，女では 5月・ 11月と

もLO2 7 5の同値で何れも正常値範囲内にあ

る。

(8) 血清蛋白

＇男の平均値 5月742g/d4 1 1月'Z25'}41, 
女の平均値5月'Z4 Of}/df,, 1 1月'Z4 6 

g/d・L で正常範囲のほぼ中間値を示しており，
全血比重と同じ傾向を示している。

(4) ヘモグロビン

男5月の平均値は 14.19/df,, 1 1月は13. 7 

g/dLと若干低く，女は 5月12.69/df,で 11 
月は 12.7{}/df,と全血比重および血清蛋白と

同じ傾向を示し，正常値男 14f//d/;~18g/dL 
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表 3
血 液 所 見

•月i ！ 血清コVステロー）レ
血清蛋白g/d¢ ヘモグロビンg/d£

翌竺 赤血球数万ん点

別 N M士 8 N M士° N M士 8 N M士8
．．→ 

5 12 7. 4 2士0.33 1 2 14.1士 L5 1 2 1 3 5. 0士18. 4 1 2 41 0. 0士38. 5 
男

1 2 8. 3士22.2 1 1 1 2 7. 2 5士0.3 6 1 2 137士1.8 1 2 12 414.2+41.9 

5 16 7. 4 0士Q53 1 6 1 2. 6士 L1 1 6 1 3 6. 3士3Q6 1 6 3 7 6. 9士31. 3 
女

7. 4 6士(121 1 2. 7士0.8 14(l 9士21. 6 388.3+3Q9 1 1 11 1 2 11 1 2 

5 2 8 7.4l+U46 28 132+1.4 28 135.7+26.0 28 391.1+38.2 
平均

7.35+Q31 1 3. 2士 1.5 I 3 4.3+2 2.8 401.2+39.0 1 1 23 24 23 24 

女 12;}/d,f;~169/d／の下限値を示し下いる。

(5) 血清コレステローJレ

男 5月 13 5. 0呵／d i,,• 1 1月は 128.3mg/d£ 

と低くなり，女は 5月 136.3mr;/d£, 1 1月は

14U9ng/dLと若干高くたつているが，日本人

健常者平均値および秋田県本荘市・由利町・西
5 

川村の平均値何れより低値を示しているn

(6) 赤血球数

男 5月は 41UO万／7ll』， 1 1月は 41 4.2万人尻

とほぼ近値で女匠おいては 5月 37 6. 9万／畔，

1 1月は 38 8. 3万／7ll尻と若千高値を示している

が，男の生理的範囲の下限41 0万んitz,女の同

下限 380万／7ll仇とほぼ同値の低い値を示してい

る。

(7) ヘマトクリッド

男 5月 41.3%, 11月 39. 5 %,女では 5

ヘマトクリット％ 色素指数

N M士 8 N M士 8

1 2 41.3士4.8 1 2 1. 0 9士0.0 7 

1 2 3 9. 5士5.0 12 1.0 6士0.0 8 

1 6 3 5. S士5.1 l 6 1.07士0.0 9 

1 2 3 5. 3士2.8 1 2 1.0 4士QO8 
＇ 

28 3 7. 9士5.8 28 1.07士(108

2 4 3 7. 4士4.6 24 1.05士0.0 8 

月 11月とも 35. 3茄で標準値の男 45 %,女

4 0茄よりかなり低い値を示している。

(8) 色素指数

男 5月の平均値1.09, 11月は1.0 6, 女

は 5月1.07, 11月は 1.0 4と生理的範囲

{l 9~1. 1内にあり低色素性の貧血はみられな

いと思われる。

2. 身体状況

表5 自覚症状有症率および現症有症率

月 自覚症状有症率 現症有症率
N 

有症率係別 有症者佗 有症者② 有症率（殉

、5 12 ， 7 5. 0 4 3 3. 3 
男
11 12 7 5 8. 3 4 3 3. 3 

5 16 1 2 7 5. 0 1 0 6 2. 5 
女
1 1 12 6 5 0. 0 8 6 6. 7 
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表6 ・ 自党症状および現症発現状況

•i'i : ji 自党 症 状 （名） 現 症 （名）

I ＇ : K'), ;’•こ＇心 息縦i ¢t, | 1立l 口．毛けひ浮
心I II． ちは ＇ 血，＇ 、 孔ん 1:iii

別 I
il ま ＜ ど t:1J 1 iれ自の計 角i•Lri生| I 梢反i i 圧筋I 雑ff 

別
！ iい
ら ぅ ィヒ g.I | 
み ャと． れる位 血炎症失痛屈 音

： 
I .. 

5 l 2! ! -'.1.,-&l 3 
2 `つ」—9• ， 3 20 1 1 2 2 6 
167 2&0 16.7 75.0 25.0. 1667 8. 3 8. 3 16. 7 lG. 7 &0.0 

男
1 2 : 1 2 6 1 1 3 1 6 I l I 2 
*8.8 1 G. 7 &8 16. 7 50.0 8. 3 8. 3 25.0 &3 50.0 - - --

5 1 6 
4 1 5 1 10 21 2 3 5 8 13 
*25.0 63 31.2 6.3 62.5 1313 12.5 1& 8 31.2 18? 81.3 

女
3 3 2 1 ， 2 3 6 4 

1 2 15 1 1 
*25.0 25.0 16. 7 8.3 750 1G.7 25.0 5QO 33.3 125.0 

5 28 
5 3 8 3 19 3 41 3 4 7 5 19 
*l'Z9 1a7 28. 6 ， Io. 7 67. 9 10.7 1465 10.7 14.3 25.0 17. 9 6'Z 9 

計
4 5 2 | 1 3 15 3 4 ， 5 21 1 1 24 
*16.7 2Q8 8. 3 4.2 12.5 625 12.5 16. 7 37.5 20.8 8'Z 5 

＊＝伶

(1) 自覚症状 (2) 現症状況

有症率は男 5月75. 0茄， 1 1月 58. 3伶 有症率は男 5月， 1 1月とも 33. 3りがで女

と減少している。女は 5月の 75.0",6, 11 は 5月 62. 5伶， 1 1月66. 7％と男の約 2

月50. 0 %と男同様 11月減少しており前年 倍を示している。

同期より高率であるが季節差は同じ傾向を示 各症状別にみるとビクミンB群欠乏症状の

している。 けん反射消失が最も多く次いで，ひ腹筋圧痛，

自覚症状で最も高いものは「疲れる」で男 口角炎，貧血の順であり前年同期より低率を

女とも 5月が最も高率を示し 11月には特に 示しておるが昭和41年度国か民た6)栄り養調査，昭

減少差がみられる。これは冬期間の食品流通 和42年度秋田県ヒ立平タ均ミより 高率を示し
状況が悪く，従って低位の栄養状態の蓄積と ている。これば ンBぃ均の摂取量が

思われる。 特に低率を示している結果といえよう。

(3) 血圧の状況

表7 血 圧 の 状 況

I月 最 高． 血 圧 mmHf} 最 低 血 圧 mmHU 
N 

1ト5ーの0以考 90以
l 別 M士8 ％ M士a 上の者

伶

男 h~ ←12 140. 8士2l4 2 1 6. 7 8 6. 2士 14. 2 4 3 a3 

. 1 2 1 3 a3士18. 2 2 (3 1 5. ll 7 4) 7 8. 8士 1(l 7 2 (4 1 s._LQ7_:_ ) 

5 I ， 1 6 1 3 0. 0士14.6 8 1 8. 8 8 2. 8士 1L 5 4 2 5. 0 
女

120. 0士1a2 (a a 1) 7 5. 4士 (3 0. 6) 1 1 12 & 1 

5、28 13 4.6士18. 6 5 1て9 8 4. 3士 12. 9 8 2 8. 6 
平均
11 I l 2 4 1 2 6. 7士17. 2 7 7. I士2 &3 9. 6 2 &3 

（ ）内は昭和 42年度国民栄養調査秋田県生産者世帯の率

』



表7のとおり，最高血圧？最低血圧，男女

とも 5月が高く 11月が低い乎均値を示し，

最高血圧 150mmHfJ，最低血圧 9.0mmHfJ以

上の者の率も同じく 11月が減少しており，
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これを昭和 42年度秋田県国民栄養調査生産
7 

者世帯と比ぺると何れも低率であろr,

血圧平均値を前年同期に比べると何れも高

い値を示している。

表 8
皮下脂肪厚および体比重

性別 月別 上腕部 mm 背 部 mm 腹 部＝ 体比重-lE・ 体脂＼肪悴直",b％) 

5 4.2 6. 7 4.5 L082 & 2 

男
1 1 4.5 7. 7 6. 3 LO 8 0 9. 0 

5 1 0. 0 11.1 a 6 L059 1 9. 4 ・

女
11 1 0. 2 1 3. 0 1 2.8 1.0 5 6 2 0. 6 

田 'Z 8士5.2 8. 4士5.4 19士5.1
平均

11紐 'Z 3士4.0 10.3士5.3 9. 6士5.9 

＊男比重＝ 1097--(l0014X

女比重＝ 108 2←--0.00llX 

**M士8

x＝上腕部皮厚＋背部皮厚

li男 12 

5月女 16 

計 28

(4)'皮下脂肪厚と体比重

男 12 

1 1月女 12 

計 24

栄牲状態の判定方法として臨床検査，生化

学分析，および身体計測が行われており，身

体計測としては身長，体重，胸囲，坐高等の

測定値を組合せた各種体質指数で表現されて

いるが，直接的な栄養標尺の一方法として皮

下脂肪厚測定が各研究者で行われている。

本調査はkeys式皮厚計で測定した結果は

表8のとおり男女とも上腕部，背部，腹部の

皮厚が 5月より II月の測定平均値が高く，

又体韮に占める脂肪分の割合も高いことから

体内の蓄積脂肪の増加がみられる。しかし，

これら皮脂厚を岩手呵茫釣及び金9ケ崎の正常

血圧者（本調査の血圧異常者率が少ないこと

から）の男上腕部4.8 mm,背部8.71111,1, 腹部

8. I＝および女上腕部 I0. 6--'II'背部 l8. 2 

口，腹部 11. 51Tぶと比較してみると何れも低

U皮下脂肪の少ない重筋農民型と思われる。

又これを身体密度からの体脂肪量をみても成

人男子の健康な標準値の脂肪量 I0~I 5 %, 

同じく女子20~2 5 %より低く，問停で報

告した消費熱量に対する摂取熱量率即ち熱慧

充足率の低いことが蓄積脂肪最の少ないこと

の一要因とも考察される。



表 9
栄 養 摂 取 量

112
お
ー

栄 養 量 (M  + lJ) 
月別 N 熱 早旱 蛋白質 動 蛋 脂 肪 炭水化物 カルンウム ビ ク ヽヽ‘ ン

叫 g g g g 吸
鉄叩

AIU . B1 呵’ B 叩 C 呵

5 1 3 2,60吐 64874.2士20.928.4士17.6 26.3士12.6 510士120 502士220 14.6士6.01.308士1,0200. 71士印？31.02士0.40 98士56
男

12 2, 76吐 476,'Z5士24.943.5士17.7 19.6士9.7 54吐 105 567士184 15.8士5.0 1,667-士1.0120. 86却 23 107士421 1 0. 96士0.24 

5 1 5 2,227士4727LO士l'Z1 2'l4士10.1 26.2士12.9 422士 96 522士212 12.7士4.8・92吐 7920. 65丑 18LOO士0.39 87士37
女

11 2,164士57675.9士25.832.5士1&5 115士＆〇 421士112 448士156 13.3士5.3 1,654士U36Cl 74士Cl14 0. 8吐0.21 116士4511 

5 28 2,400士59272.5士19.0況9士14.2 26.2士12.7 463士116 513士216 la6士5.5 1100± 924 (l68士().21 1. 01士0.39 92士47
平 均

2,478士6088て2士2'Z5 1&6士9.0 484士124 51吐 181 l/',61士11)720. 8卓 20I I 23 3&2士1&9 14.5士5.3 0. 91士0.23 111士44

5 8 5. 7 9 5. 7 9 6. 5 9 9. 6 8 2. 7 1 0 4.0 8'Z 0 7 0.3 9 l5 9 8.0 8 8. 8 
男＝100伶

1 1 7 8.2 7 7. 8 7 4.7 8 a3 7'Z 7 7 9.0 8 4.2 9 9. 2 8 6. 0 8 9. 6 1 0 8. 4 

昭和45年 5 1 0 4.3 9 6. 7 9 ao 6&9 7'l 7 1 3 6. 0 5'Z 9 5 6. 7 8 4.2 1 4 6. 0 
目途の基準

1 0 7. 7 1 1 6. 3 1 2 7. 8 6 2. 0 7'Z 3 145. 0 8 7 4 量の割合％ 11 6 6. 7 7 5. 8 1 7 6.1 

5 2, 4 9 9 8 4.4 7 LO 5 L9 507 1, I 8 0 2 2.6 2,743 0. 9 4 L30 1 8 9 
範囲 ＊ 

1 1 2,537 9'Z 6 6 9.1 3 6. 0 528 700 2 a 4 3,892 0. 7 5 0. 7 8 1 9 6 

変動係数 5 2 4. 7 2 6. 2 5 (l 9 4 8. 5 2 5. 1 4 2.1 4 0.4 8 4.0 3 (l 9 3 8. 6 5 Ll 

％ ＊＊ 11 2 4.5 3 L5 4 9.5 4 &4 2 5. 6 8 5. 5 3 6. 6 6 4.5 2 5. 0 2 5.3 3 9. 6 

秋田県 県平均 2,401 8 ao 3 1.0 4 LO 404 5 1 5 1, 7 3 9 (l94 0. 9 8 68 

＊＊＊ 生産者平均 2,377 8 ao 3 0. 0 3 9. 0 4 0 8 5 0 1 1, 7 1 5 0. 8 9 U94 64 

全 国 全国平均 2,2 0 6 7 4.9 2 9.3 3 9. 7 3 8 0 499 1, 6 0 0 1. 0 8 0. 9 0 1 1 8 

**** 農筵帯平均 2,332 7 4.2 2 4.4.  3 a1 424 482 1,370 104 0. 8 8 l l 7 

＊最大値ー最少値 ＊＊ ％［ ***S42年度国民栄養調査秋田県分 ****S41年度国民栄喪調査速報

‘
 



a 栄喪摂取状況
(1) 栄喪摂取量
表9のとおりで本調査 5月を昭和42年秋

田県生産者世帯 (5月・実施）と比較すると，

男女平均で熱量，炭水化物， ビクミン Cが上

回つており蛋白質，動蛋，脂肪， ピクミシ A,

ビクミン B1,ピクミン B2摂取盤が少なく，こ

れは炭水化物，特に米の摂取量が多いのと淡

色野菜の多量摂取によるビクミン Cの摂取増

と考えられ，蛋白質，脂肪，各ビクミンの改

善が必要と思われる。 ＇ 

これを昭和45年目途の基準量と比較する

と基準量より l0％以上上回つ.>'[いるのは 5

月で鉄とビクミン C, 1 1月では蛋白質，動

蛋，鉄，ビクミン Cで，甚準量より 10％以

上下回つているものは 5月 11月とも脂肪，

カルシウム， ビクミンA, ビクミン B1'ピク

ミン均が充足されておらず特に脂肪とビク

ミン Aを除いた微量栄養素の摂取向上が望ま

れる。

総体的にバラッキの多いものは変動係数で

みると最も多いのはピクミン Aで次いで動蛋

脂肪， ピクミン C'鉄で平均値では茎準量よ

り上回つているものでも個人差の多いことか

ら格差の是正が必要であろう。

5月と 11月を比ぺてみると男では脂肪，

ピクミン均以外何れも l1月の摂取貴が上回

つており，女では熱量，脂肪，炭水化物，ヵ

ルシウム， ビクミン均以外 11月吋哀取量が上

回つている。

前年同期に比較すると男の前年10月より

本調査 11月が総体的に上回つているが男の

5月，女の 5月11月とも殆どの栄蓑素が下

回つている。

(2) 栄養比率

表 10
栄養比率

N 月別
穀類
麟比巴咆

脂肪 竺叫比 遥比

男
13 5 7 L7 3 4.8 1 L4 &9 7て8

12 1 1 7QO 4 2.9 14.4 6. 4 7て9

女
15 5 6&5 3 8. 5 1 2. 8 I 0. 2 7 5. 9 

11 1 1 6 8. 9 3 &9 l 4.1 6. 9 7 7. 9 

28 5 7 0. 0 3 6.8 1 2.2 9. 6 7 6.8 
平均 23 1 1 6 9. 5 41.0 1 4.1 6. 6 7 7. 9 
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栄養比率は表 10のとおりであり，穀類熱

量比からみると昭和 45年目標値 6b％妬比

ぺると男女， 5月， 1 1月ともほぼ 70％と

熱量を穀類，特に白米に依存している傾向が

強く，前年同期とも殆ど変わらず白米偏重の

食習慣の根強さがうかがわれる。

動蛋比をみると昭和 45年目標値40％如比

べると男女平均で 5月36. 8％と 92％の充

足率で 11月は 41. 0％と目標値に達してお

り，前年同期と比較すると 11月が高率を示

している。昭和42年秋田県生産者世帯と 5

月を比ぺるとほぽ同率である。蛋白熱量比を

みると昭和45年目標値 13％に比ぺ男女平

均 5月12.2 %,11月は 14. 1 %と上回つて

おり目標値の近値を示している。

脂肪熱量比は昭和45年目標値の 15％に

比ぺ男女平均5月9.6 %, 1•1 月6. 6％と

6 4％および 44％の充足率で前年同期より

何れも低率を示しており今後最も改善を要す

る点であろう。

糖質熱量比をみると，昭和 45年目標値の

7 2％に比ぺ男女平均 5月 76. 8 %, 1 1月

7 7. 9％と商率を示し又前年同期と大差がな

く，穀類熱量比と同様熱量の充足が殆ど白米

を主体とした粗質に依存してふり，これに反

し脂肪熱量比の顕著なる低率と糖率代謝に必

要なビクミンB群の摂取不足の改善が前年同

様指摘されることである。

(3) 全血比重と栄蓑摂取量の関係

表11 

全血比重と栄養摂取量との関係

項 目 相関係数 項 目 相関係数

熱 量 +o.385紐 鉄 + 0.31'9郊
蛋白質 +(l320珠 ビクミンA + 0.303欲
動 蛋 + (1268 * ピクミン功 十四•48 * 
炭水化物 +(l298絲 ビクミン功 + 9.314知
脂 肪 +(l247 * ビクミンC +(l167 

*(l10 **(l0 5でそれぞれ有意の相関が成
立する。
(S 4 3年5月調査分）
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全血比重と栄ぎ甜£取蓋の関係については菊地

が秋田県井川村の調査結果から熱盪，蓋白質，
10) 

鉄，動物性食品と有意な相関関係を報告してお

り，又前報においても全血比重と蛋白質摂取量

の関係を述ぺ，釘本らも鉄分摂取量と全血比重

の有意な関係を祉心し北馬らも全血比重と動物
12 

性食品の摂取頻度の凋係をあげており，又白n)

らが報告しているように全血比重測定により栄

養状態の評価もヘモクロビン，赤血球，血清蛋

白等と全血比重との関連から可能であると考察

され今後検討を加えたいと思う b ‘ 

r

1

'

,

1

 

全血比重と栄養摂取最との関係は表llのと

おり，醸率 5％で有意な相関関係は熱量，蛋

白質，炭水化物，鉄， ピクミンA, ピクミン均

が認められ 10，，，にすると動蛋，脂肪， ピクミ

ンB1の関係がみられビクミン Cについては認

められなかつた。

全血比重男の LO5 5以上の者（生理的範囲

内正常者とする）と LO5 5未渋の者（生理的

範囲外低血液比重者とする）の栄養摂取量の比

較図は図 1のとおりである。

図1 全血比重 10 5 5以上の者と 1055未満の者の栄養摂取量比較頃り
熱 11月終 円は1055以上の者
量蛋た、ヽ、雀

靡

VB:. 
脂
肪

VA 

5月は何れの栄養素も低血液比重者群の摂取

量が少なく， 1 1月ではビクミン C以外の栄養

摂取量が少ない。

哨
朋

VA 

女の LO5 2以上（正常者）と LO 5 2未満

の者（生理的範囲外の低血液比重者）の比較は

図2のとおり。 5月では男同様何れの栄養素も

図2

祁2

全・ lllJ I↓ -t. 1.05と以上の者と1.052 末ぷ—·’iの栄養摂取量比較（女）
覧 vc mt 

＇ : 
11月

円は 1062以上の者

陪
朋

VA 

低血液比重者群の摂取最が少なく， I 1月では

カル・シウム， ピクミン A, ビクミン Cの摂取量

が正常者群が少ない結果となつている。

以上から明らかに栄養摂取最が全血比重と深

い関係がみられ，ひいては他の血液性状にも影

一誓するものと考えられ，これから熱効率の高い ム

VA 
脂肪摂取心Ih」..Lを図り熱量を充足したうえで蛋

白質の体内利用をはかり血色素の生成を促す鉄

の吸収を高めるためと，エネルギー代謝，蛋白

代謝を促進させる各ビクミンの摂取改善が必要

と考察される。

食品群別摂取状況



表 12
食 品 群 別 摂

.
 取 量 単位＝g

こ
男 女 平 均 範 囲＊ 男＝ 100% 秋田県 ＊＊ 全 国＊＊メ

基準量
5 11 5 11 県平均隼産ロ 平全 均国了帯図平宦世均5 11 5 11 5 11 

穀 総 量 400 1,279 I, 3 3 7 1,034 1,027 I, I 4 7 1, 1 8 9 952 1,339 8 0. 8 7 6. 8 4 5 1 457 4 1 L9 3 8 &1 

| 米
＊＊＊＊ 1,262 1,821 1, 0 14 9 1 9 1,129 l, l 2 9 1, 3 1 7 1,5 5 6 8 (l 3 6 9. 6 400 410 3 3 4.7 3 8 8.-1 •• 

類 ***~ 549 574 441 400 491 491 573 677 
IJヽ 麦 類 17 1 6 20 108 1 8 60 2 1 6 380 11'Z 6 6 7 5. 0 46 42 6 9. 4 

類
その他の穀類

゜゜゜゜゜゜゜
--・ 5 5 て8

v も 類 65 33 49 20 45 26 47 260 235 6 0. 6 9 l8 3 1 30 6 9. 0' 

砂 糖 50 

゜゜゜゜゜゜゜゜
1 6 1 6 1 4.9 類

菓 子 類 30 42 34 29 27 36 125 1 3 5 8 0. 0 6 9. 0 3 0 25 24.0 

油 脂 類 17 4 1 5 3 5 2 25 1 0 12 5.0 3 0 0. 0 12 12 1 0. 3 9. 1 

＇種 実 類

゜゜゜゜゜゜
3 

゜ ゜゜
1. 5 

大及び大豆製品 25 80 1 a 9 1 8 6 106 l l 0 123 2 1 3 257 1 7 0. 0 7 6. 8 8 1 8 0 l 7 5.6 ¥ 
その他の豆類 5 28 6 1 2 5 1 9 6 226 68 4 2.9 8&3 4 4 

7 8. 3 
I i 

緑黄色野菜 1 0 0 48 97 32 87 39 9 2 1 5 6 2 5 1 6 6. 7 8 9. 7 57 56 4 5. 7 45.8 
その他び野采及灰鞘頴 150 323 288 324 290 323 289 628 541 100. 3 1 0 0. 7 179 170 19&1 21 5.8 

果 実 類 200 IO 3 1 3 5 1 0 8 129 1 0 6 132 386 356 104.9 9 5. 6 70 64 12(ll 11 2.1 

海 阜 類 1 4 

゜
3 

゜
3 6 26 7 5.0 6 6 a9 

生物｝ 70 1 11 75 1 0 5 73 108 187 260 1 0'Z 1 9 4.6 62 63 ‘| l 8 4.5 ‘ : ! 
｀乾物その他

85 48 11 6 48 58 48 88 1 6 7 2 11 1 0(lO 5 0. 0 44 45 ！ ヽ 8 a ． 9 
獣烏鯨肉類 25 3 5 8 5 6 5 49 50 ?.6 6.6 1 0(lO 25 23 3 4. 7 1 9. 1 

卵 類 35 32 4 14 11 22 8 1 0 9 49 4 a8 2 7 5.0 28 25 3 a9 2 &3 

生 乳 ヽ 14 

゜
3 6 

゜
26 

゜
180 0 2 5'Z 1 43 35 

¥ 5 4.4 し29. 6 し 140
乳 製 品 i 

゜゜゜゜゜゜゜゜
7 6 I I 

調味嗜好品及び飲料 •一 290 3 11 0 3 194 3 678 3 0 3'Z 9 1 0(lO 11 8 11 7 6 4.2 

総 計
1, 2 9 7 2,386 2, 3 3 7 1,9 8 6 1, 9 0 6 2, 1 71 2, 131 2, 1 1 2 1,958 8 3. 2 .8 L6 1, 2 6 4 1,284 1,242 

X)(X)()( 1,673 1,590 1,4 1 3 1,387 1,5 8 8 1,498 1,3 6 6 1,079 

＊最大値ー最小値 **  S42年度国民栄養調査秋田県分 ***S41年度国民栄養調査速報 ＊＊＊＊こ砥量 沿・米換算値

ー

2
5
2

J
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(1) 企品群別汲取誠
表12のとおりで本調査5且と昭和42年秋田

県生産者世帯 (5月実施）と比較すると，男女平

均で本調査の摂取量の多いものは米約 80 gも多

く，白米の依存度が高く又その他の野菜は約 15 

O 9多い。これは山菜によるところが大きく，次

いで果実，大豆製品，魚の生物が若干上回つてお

り，少ないものは肉類が約¼,油脂類，小麦類が

それぞれ1{以下，緑黄色野菜，芋類， 9隊員，乳類

の少ないのが目立つており，これらが蛋白質心質

の問題，脂肪， ビクミンの摂取に影署を与えてい

る。

準量より上回つているものは穀類，豆類，

の野菜，魚介類で特に少ないものは芋類，

緑黄色野菜，肉類，卵類，乳類である。 t 

5月と 11月では特に差のあるものは卵，乳類 ＇ 

が 5月に多く，小麦類，緑黄色野菜，魚類が 11 

月に多い。

又個人の摂取差は範囲よりみると上限と下限の

差が非常に高くバラッキの多いことが摂取量の向

上とともに今後の改善要点であろう。

(2) 全血比重と食品群別摂取量の関係

表 13 全血比重t雷冨以上の者と闘昇g＄未満の者の

動物性及び植物性食品摂取量 (1人 1日当）

月 植物性＊ 動牧牲食品 大豆及大豆 総 量
性別 分 類 N (A) g 

製品，豆類 (A)+(B) 
別 食品g (B) g g 

， 
5 
1055以上の者 7 2, 3 1 5 221 88 3 0 9 2,5 3 6 

＇，未満の者 4 2, 0 4 1 91 8 1 172 2,132 
男

L055以上の者 5 2,2 3 4 263 194 457 2,497 
11 

＇， 未満の老 6 2,046 205 11 0 3 1 5 2,2 51 

1052以上の者 7 1, 9 7 8 177 142 3 19 2.155 
5 

II 未満の者 8 1, 6 5 5 184 131 3 1 5 1, 8 3 9 
女

1052以上の者 5 2, 1 1 4 1, 8 8 8 226 143 369 
11 

II 未満の者 6 1,594 1 3 9 75 214 1,733 

＊ 植物性食品のうち米は炊飯量である。

全血比重と食品群別摂取量の関係は表13の

とおり。男では全血比重 LO 5 5以上の者（正

常者とする）と 1.055未満の者（低血液比重者

とする）を比較すれば5月11月とも植物性食

品および動物性食品，動物性食品＋大豆及大豆

製品の蛋白質給源の食品群何れも正常者の方が

摂取量多く，低血液比重者群が少ない。

特に 5月の動物性食品およ&=1'1月の大豆及

大豆製品の食品群が顕著な低率を示している。

女では全血比重 1.0 S 2以上の者（正常者と

する）と1.0 S 2未満の者（低血液比重者とす

る）を比較しても， 5月11月ともに男同様の

傾向を示しており，低白質給源の食品群の格差

が蛋白質摂取量と同様に血液性状に影響するこ

とが考察され，動棗の変動係数が高率であるバ

ラツキの是正が特に必要と考えられる。

(3) 使用食品数

表14 使用食品数 (1人1日当）

性別 月別 植食物品性数
動物性 総食品数
食品数

5 1 1.9 3. 4 1 5. 3 
男 1 1 1 L4 2.9 1 4.3 
5 1 1. 7 a8 1 5. 5 

女 1 1 I 16 2.8 1 4.4 
5 1 1. 8 &6 1 5.4 

乎均 1 1 1 1.4 2. 9 143 
男＝ 5 9 8. 3 11L8 1 0 1. 3 
100 11 1018 9 6. 5 1 0(l7 

丑；同一食品は一日何度使用しても頻度を1としt



使用食品数は表14のとおりで，植物性食品

は男女平均で 5月lLR, 11月IL 4,動物

性食品数は男女平均で 5月3.6, 11月2.9と

何れも 11月が少なく特に動物性食品数が男女

とも 11月が減少しているが，逆に動蛋の摂取

5. 生活時間と消費エネルギー
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量が5月に比ぺ 11月が多くなつているのは匡

ー食品の摂取最が多い結果であろう。

前年同期に比ぺて若干食品使用頻度が多くな

つてなり， 5月より 11月が少ない傾向は同じ

である。

表 15 
生活時間と消費熱量

生 生 平 均 生
活 活

男時 時
間大 間小 N=9 
分 分 時間 24時間
類 類 分 =10暖

収入のため 生産のための
4 43 8 (l8 

の、時間 時 間

6 2 3 4 a3 

すいみん 499 3 4. 7 
生理的時間
食事 75 5. 2 

身の回り 4 9 a4 

：ー・： ．・：h l • ! 97 6. 7 

家事的 家事作業時間 21 l5 

生活時間 育児時間

゜゜そ の 他 76 5. 2 

277 1 9. 2 
ヽ

文化的時間 教養娯楽 19 6 i3.6 

休 ． 息 8 1 5.6 

計 1,440 1 0 0.0 

、生活時間と消費熱量 5月調査は表 15のとおり

である。生活時間の 5月男では生産のための時間

は44 3分で 1日の3(l8 %,それに消費される

熱量は 1,6 5 6叫で 1日の 55.5%と約丸が消費

されている。前年同期に比べ生活時間，消費熱量

とも下回つていふ同じく女では 61分の4.2 % 

と男に比ぺ約均の労働時間であり消贅熱量も 172 

叫の'Z6％と少ない。前年同期に比ぺても労働時

間，消費熱量とも少ない。

生理的時間の男では 62 3分で 1日の 4a8% 

消費熱量 65 6叫の 22. 0％で前年同期と殆ど同

値である。女では 60 3分で4い虹り消費茄量は

活 時 間 平 均 消 費ー熱・量

女 男 女

N=9 N=9 N=  9 

時間 24時間 熱量 総熱量 熱量 =総1熱0~量分 =10吟 a =10峰 叫

6 1 4.2 1, 6 5 6 5 5. 5 172 'Z 6 

603 4 L9 656 2 2.0 534 2a7 

476 3 3.1 429 1 4.4 34 2 I 5. 2 

72 5. 0 1 1 6 &9 94 4.2 

55 3. 8 1 1 1 a7 9 8 4.3 

536 3'l 2 306 1 0. 3 1,275 5 6. 5 

322 22.4 1 0 3 3. 5 848 3'Z 6 

1 2 (l8 

゜゜
1 6 0. 7 

202 14.0 203 6. 8 4 11 1&2 

240 1 6. 7 364 1 2. 2 274 122 

I 9 5 l a6 257 8. 6 223 9. 9 

45 a1 107 3. 6 5 1 23 

1,440 1 0 0. 0 2,9 8 2 1 0 0. 0 2,2 5 5 100.0 

5 3 4叫の 2a 7伶で前年同期に比べ約 5()分少
なくなつている。

睡時間は男女とも前年とほぼ同じ時間である。

家事的生活時間の男では 97分の6.7 if,'消費

熱量は 3.0 6叫の 10. 3％で前年同期より多くな

つている。女では 53 6分で 1日の 3'Z2%,消

費熱量は1,2 7 5磁で1日の56. 5％をしめてい

る。前年に比べ家事時間が増え 1日の消云総熱量

の消費率は約2倍となっている。

文化的時間は男で 27 7分の 19. 2 %,消費熱

量 36 4叫の 12. 2％で前年同期より約 1時間増

と教養娯楽特にテレビの時間が多くなつている。

I’I 
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女では 24 0分の 16 7 %, tii此砧拡は 27 4遥

の l2. 2伶で前年1uj期に比ぺ約 1時ll.ll3 o分多く

男と同じ傾向を示している。

消袋熱抵に対する1・表取然・i社は男で消投熱誠2,9 

8 2叫妃対し摂取熱祉は2,6 0 0磁と 88伶の充

足率であり女は梢費熱鵞2,2 5 5磁に対し2,227

遥摂取しておりほぼ充足されている。

前年同期と比ぺると男女とも允足率が向上して

いる。

N まとめ

秋田県山村（開拓地）の栄表状況を第 1報，第

2報につづき同地区を追跡調査実施した結果次の

とおりである。

1 当地域の血液性状については全血比重，血清

蛋白，ヘモグロビン，ヘマトクリット，血清コ

レステロール等の男では 5月より 11月が低値

を示し，女では逆に 5月より 11月が高い値を

示す傾向にあつた。

又全血比重とヘモグロビン，赤血球数，ヘマ

トクリット，血清蛋白との商い相関関係がある

ことを再確認した。

2 自覚症，および身体症候の発現状況は男女と

も5月が高く， 1 1月が減少しており，前年同

期と同じ傾向を示しているが国民栄養調査成績

に比ぺ何れも高率を示している。

皮下脂肪厚平均値および体脂肪は 5月より11 

月が男女とも高いが皮下脂肪は岩手県農民より

低く，体脂肪は標準値より下回つており蓄積脂

肪の少ない重筋農民型と考えられる。

3 栄妾摂取量については昭和42年秋田県生産

者世帯に比べ，熱量，炭水化物， ビクミン Cを

除き殆ど摂取量は少なく，これを昭和 45年の

甚準量に比べると特に脂肪， ピクミン A,.ビク

ミンB1'ビクミンB？，が下回つており，前年同期

：て比ぺ 11月の男以外は殆ど摂取量減少がみら

れる。

栄養比率では前年と同様依然として穀類熱最

比，及び糖質熱量比が高く，脂肪熱量比が少な

く食品群別摂取量をみても同じ結果である。

4. 栄柱扱取紐と全血比諏の閲係は熱泣，蛋白質，

炭水化物，鉄， ビクミン A, ピクミンB2が有意

の相杖1を示し，正常血液比直者群と生理的範囲

外（低血液比誼者群）とは明らかに栄養摂取量

の差が認められ，食品群別摂取社差についても

同じ傾向がみられる。

5 生活時間と消盤熱饂は前年阿期と比ぺ生産の

時間が少なくなり，教養娯楽が増えており，f肖

費熱髪に対する摂取熱握率は男 R8％の充足率，

女はほぼ充足されており前年同期より向上され

ている。

． 本調査に御協力賜つた湯沢市高松の被調査者

および雄勝農林事務所の各位に深く感謝申し上

げます。
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